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誰もが
生き生きと
暮らせる環境

　藤岡市は、５つの「ゼロ」を2050年まで
に実現する「ふじおか５つのゼロ宣言 」
を表明しています。
　この宣言は、自然災害によるリスクを抑
え、市民の命を守り、安心な暮らしと安定し
た経済活動が可能な社会を実現するため、防
災・減災対策の徹底による災害に対する強
靭化や、長い日照時間、豊富な水資源、森林
資源などの再生可能エネルギー資源のフル
活用を図るものです。
　また、地球規模の課題であるプラスチック
ごみや食品ロスを削減することで、災害に強
く、持続可能な社会の構築および市民の幸福
度の向上を目標としています。

ふ
じ
お
か
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言

医療環境は充実していますし、
自らの健康づくりに取り組める
環境も整っています。市内には
公園が多いので、気軽にウオー

キングなどが楽しめるのが
いいですね。

地
域
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

健
康
で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現

　

公
立
藤
岡
総
合
病
院
は
、
藤
岡
市
と
そ
の
周

辺
地
域
の
中
核
病
院
で
、
一
般
診
療
、
救
急
診

療
、
高
度
専
門
診
療
な
ど
多
彩
な
役
割
を
持
つ

総
合
病
院
で
す
。
鬼
石
病
院
は
、
鬼
石
地
区
を
中

心
と
し
た
奥
多
野
地
域
唯
一
の
病
院
で
、
慢
性

期
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
・
在
宅
医
療
の
ほ
か
、
救

急
医
療
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
藤
岡
市
で
は
、

こ
の
２
つ
の
病
院
を
中
心
に
、
夜
間
や
休
日
な

ど
の
救
急
医
療
や
災
害
医
療
な
ど
、
医
療
資
源

を
効
率
的
に
活
用
し
、
地
域
医
療
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
良
質
で
最
適
な
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
県
内
１
位
を
目
指
す
藤
岡
市
で
は
、

い
つ
ま
で
も
明
る
く
元
気
な
生
活
を
送
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
高
齢
者
向
け
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
室
で
す
。
平
成
13
年
に
転
倒
・
閉
じ
こ

も
り
予
防
を
目
的
に
群
馬
大
学
と
の
連
携
で
、

鬼
石
地
区
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
93

会
場
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
主
体
で
運
営
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
住
民
主
導
型
「
鬼
石
モ
デ
ル
」と

呼
ば
れ
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
官
学
連
携
に
よ
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
検
証
研
究
を
行
い
、

幅
広
く
市
民
に
普
及
で
き
る
よ
う
、
レ
ン
タ
ル

ポ
ー
ル
事
業
や
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ノルディックウオーキング

筋力トレーニング教室

鬼石病院
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自然災害による死者ゼロ

温室効果ガス排出量ゼロ

災害時の停電ゼロ

プラスチックごみゼロ

食品ロスゼロ

保健・医療・
福祉と連携し、
包括的地域医療に
取り組んでいます。

2本のポールを持って歩く
ノルディックウオーキングは
全身の筋肉を使う
運動です。

転倒骨折予防や
筋力向上を目的と
する体操です。


